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第 1章 不登校とは 
 































































































































































































































































































































 不登校経験をした子どもを持つ母親 6 名(表 1参照)。知人に紹介してもらった不登校親の
会に参加されている方にお願いし個人的に話を伺った。個人が特定できないように地名な
どの個人情報は伏せている。 




 年齢 IP 不登校の期間 開始時期 
Aさん 60代前半 長男 小学校：4年間、高校：1年間 小学 1年生 
Bさん 50代前半 長男 
小学校：3ヶ月、中学校 2年間 
高校：1年半 
小学 6年生  
Cさん 60代前半 次男 高校：1年半 高校 2年生 
Dさん 50代前半 長男 
小学校：3年半、中学校：3年間 小学 3年生 
Eさん 40代後半 
長男 中学：3年間 中学 1年生 
次男 
小学校：2年間、中学校：3年間 小学 5年生 




 調査時期：平成 24年 11月中旬～平成 24年 12月上旬 
調査方法：家族単純図式投影法、半構造化面接(分析:TEM) 





















































































































































第 4章 結果・考察 
 家族の情報を表 2にまとめた。 
 表 2 家族構成と別居・同居後の家族 
 
第 1節 家族関係単純図式投影法 
家族関係単純図式投影法の図の表記について表 3にまとめた。 
Aさん～Fさんの家族関係単純図式投影法の「不登校時」と「不登校から復帰」の回答を
図 1～図 6にまとめた。次に「不登校時」と「不登校から復帰」について心理的距離を表 4
～表 9にまとめた。 


















 家族構成(きょうだいは年齢順) 別居、同居後 
Aさん 父、母、長男 なし 
Bさん 父方祖父、父方祖母、父、母、長男、長女 父、母、長男、長女 
Cさん 父方祖母、父、母、長男、次男、長女 父方祖母、父、母、次男、長女 
Dさん 父、母、長男、長女 なし 
Eさん 母、長男、次男、長女 母方祖父、母方祖母、母、長男、
次男、長女 
Fさん 父、母、長女、長男 なし 
17 
 











Dさんの家族(図 4,表 7) 
不登校時と不登校から復帰してからの家族の心理的距離が「長男と父、母」において 0.7




























IP=不登校経験者 F＝父 M=母 ES=姉 LS=妹 
EB=兄 LB=弟 GM=祖母 GF=祖父 































 不登校時 不登校から復帰 
IP⇔F 4.7 5.0 
IP⇔M 4.5 5.5 















































 不登校時 不登校から復帰 
IP⇔F 8.5 6.0 
IP⇔M 2.5 2.6 
IP⇔LS 2.3 2.7 
IP⇔GM 9 6.5 
IP⇔GF 9.5 7.2 
M⇔F 9.5 7.8 
M⇔LS 5.3 5.3 
M⇔GM 8.0 5.4 
M⇔GF 9.2 7.2 
F⇔LS 7.2 3.6 
F⇔GM 5.7 6.7 
F⇔GF 5.7 4.8 
LS⇔GM 9.5 7.3 
LS⇔GF 9.0 6.4 
GM⇔GF 2.4 2.7 





















































表 6 Cさん家族の心理的距離 
 
 
 不登校時 不登校から復帰 
IP⇔F 3.5 3.4 
IP⇔M 4.9 6.0 
IP⇔EB 5.7 5.8 
IP⇔LS 2.7 2.8 
IP⇔GM 6.9 6.7 
M⇔F 3.9 5.7 
M⇔EB 3.7 3.5 
M⇔LS 3.7 4.4 
M⇔GM 4.6 4.3 
F⇔EB 7.4 3.5 
F⇔LS 5.4 5.7 
F⇔GM 3.4 3.8 
LS⇔EB 2.7 3.2 
LS⇔GM 7.6 7.5 
EB⇔GM 8.7 7.4 


























































 不登校時 不登校から復帰 
IP⇔F 4.4 3.5 
IP⇔M 6.3 5.6 
IP⇔LS 4.3 4.5 
M⇔F 4.0 4.2 
M⇔LS 4.4 3.5 
F⇔LS 6.2 5.7 
















































 不登校時 不登校から復帰 
IP⇔M 5.1 4.0 
IP⇔IP’ 3.5 4.3 
IP⇔LS 9.0 4.7 
IP⇔GM  7.2 
IP⇔GF  6.5 
IP’⇔M 4.2 6.8 
IP’⇔LS 3.5 4.7 
IP’⇔GM  7.3 
IP’⇔GF  8.0 
M⇔LS 6.0 4.0 
M⇔GM  4.7 
M⇔GF  2.7 
LS⇔GM  2.8 
LS⇔GF  3.8 
GM⇔GF  2.8 
























































 不登校時 不登校から復帰 
IP⇔F 6.7 5.0 
IP⇔M 3.6 3.4 
IP⇔ES 3.8 3.4 
M⇔F 5.4 4.2 
M⇔ES 5.4 4.9 
































第 2節 複線経路・等至モデル(TEM) 
 
















































 (3)第三期不登校回復期 <Coの助言が有効・無効>から<学校へ行く>(EFP)まで 



































































































































図 7 TEM図の説明 
 
等至性 (EPP)  必須通過点 (OPP)  分岐点 (BFP)  その他の行為  仮想行為                     
や選択 
 
語りから         仮想経路 
得られた経路 
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調査時間：約１時間   開始時間：           
 
面接調査において知りたい内容 
1. 子どもが不登校になってから学校にいけるようになるまでの経緯 
 
2. 子どもが不登校になってから学校にいけるようになるまでの間で家族に何か変化はあったのか 
 
3. 不登校時と不登校から復帰してからの家族関係に変化はあったか 
 
4. 不登校から復帰するまでご家族がどのようにすごされてきたか 
 
 
 
 
